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へ
の
支
援
と
し
て
、
市
奨
学
金

受
給
者
の
大
学
生
等
に
３
万

円
、
高
校
生
に
２
万
円
を
支
給

②
就
学
援
助
費
受
給
家
庭
に
対

す
る
支
援
（
ひ
と
り
親
世
帯
を

除
く
）
と
し
て
小
中
学
生
１
世

帯
に
つ
き
３
万
円
を
支
給
③
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
者

が
出
た
場
合
の
対
応
④
学
校
に

お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
関
す
る
衛
生
管
理
⑤

サ
ー
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
や
非
接
触

式
体
温
計
等
を
各
小
中
学
校
に

配
置
⑥
手
指
消
毒
の
ア
ル
コ
ー

ル
や
ハ
ン
ド
ソ
ー
プ
を
購
入
し

配
置
⑦
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
ス

タ
ッ
フ
を
市
内
各
小
中
学
校
に

１
人
配
置
⑧
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー

ル
構
想
に
つ
い
て
は
、
児
童
生

徒
１
人
１
台
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

を
配
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検

索
で
調
べ
る
、
写
真
や
動
画
を

タ
ブ
レ
ッ
ト
で
見
る
、
筆
順
を

覚
え
る
、
英
語
の
リ
ス
ニ
ン
グ
や

ス
ピ
ー
キ
ン
グ
の
練
習
を
す
る
等

の
構
想
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

  

　
　

　

教
育
民
生
常
任
委
員
会
（
蒲

生
哲
委
員
長
、
委
員
６
人
）
は

９
月
18
日
、「
保
育
料
に
つ
い

て
」、「
小
中
学
校
に
お
け
る
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ

の
対
応
お
よ
び
各
種
施
策
に
つ

い
て
」、「
東
日
本
大
震
災
被
災

者
の
医
療
費
窓
口
負
担
免
除
に

つ
い
て
」
の
所
管
事
務
調
査
を

行
い
ま
し
た
。

　

保
育
料
に
つ
い
て
、
福
祉
部

子
ど
も
未
来
課
の
千
葉
達
課
長

よ
り
①
保
育
料
金
の
説
明
②
東

日
本
大
震
災
の
影
響
に
よ
る
保

育
料
減
免
③
副
食
費
の
助
成
④

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
る
保
育
料
減
免
等

の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

小
中
学
校
に
お
け
る
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対

応
お
よ
び
各
種
施
策
に
つ
い
て

は
、
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

の
千
葉
賢
一
課
長
と
鈴
木
貴
子

課
長
補
佐
よ
り
①
収
入
減
家
庭

  

　
　

　

産
業
建
設
常
任
委
員
会
（
鵜

浦
昌
也
委
員
長
、
委
員
６
人
）

は
９
月
18
日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
影
響
を

把
握
す
る
た
め
、
所
管
事
務
調

査
を
行
い
ま
し
た
。

　

市
担
当
者
か
ら
の
聞
き
取
り

は
市
役
所
で
行
い
、
市
商
政
課

の
木
全
洋
一
郎
課
長
と
大
林
孝

典
課
長
補
佐
か
ら
市
内
の
地
域

経
済
循
環
調
査
の
概
要
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

市
当
局
は
、
復
興
需
要
の
収

束
な
ど
に
よ
る
今
後
の
地
域
の

消
費
力
低
下
を
見
込
み
、
市
内

で
生
み
出
し
た
お
金
を
極
力
流

出
さ
せ
ず
、
経
済
を
循
環
さ
せ

る
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
て
い

ま
す
。
こ
の
調
査
は
市
内
の
地

域
経
済
の
現
況
の
「
見
え
る
化
」

を
図
ろ
う
と
行
っ
て
い
る
と
の

こ
と
で
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
７
月
に
無
作

為
抽
出
し
た
市
内
の
１
８
０
５

所
　
管
　
事
　
務
　
調
　
査

所
　
管
　
事
　
務
　
調
　
査

　

東
日
本
大
震
災
被
災
者
の
医

療
費
窓
口
負
担
免
除
に
つ
い
て

は
、
福
祉
部
の
千
葉
恭
一
次
長

と
保
健
福
祉
課
の
臼
井
秀
子
課

長
補
佐
よ
り
①
免
除
要
件
②
本

市
の
対
象
者
数
と
令
和
元
年
度

給
付
実
績
③
実
施
財
源
の
説
明

を
受
け
ま
し
た
。
委
員
か
ら
は
、

現
在
の
事
業
期
間
を
も
っ
て
終
了

し
て
も
良
い
の
で
は
な
い
か
と
い

う
意
見
の
ほ
か
、
国
保
財
政
状
況

等
を
勘
案
し
所
得
制
限
な
ど
一
定

の
ル
ー
ル
を
設
け
た
方
が
良
い
の

で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
が
あ
っ

た
も
の
の
、
ま
ず
は
県
の
動
向
を

注
視
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

世
帯
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実
施
。
野
菜
や
海
産
物
な

ど
、
地
元
産
の
購
入
頻
度
や
購

入
場
所
な
ど
を
答
え
て
も
ら
う

と
い
う
内
容
で
す
。
木
全
課
長

は
「
10
月
中
に
は
結
果
を
ま
と

め
、
来
年
度
以
降
の
具
体
的
な

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
策
定
し

て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

　

県
飲
食
業
生
活
衛
生
同
業
組

合
陸
前
高
田
支
部
（
佐
々
木
浩

支
部
長
、
会
員
31
人
）
か
ら
の

聞
き
取
り
調
査
は
、
市
民
文
化

会
館
で
行
い
、
佐
々
木
支
部
長

は
じ
め
、
飲
食
業
を
経
営
す
る

３
人
の
会
員
に
出
席
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、「
今
年
３
月
以
降

の
売
り
上
げ
は
、
昨
年
に
比
べ

８
割
ほ
ど
減
少
し
て
い
る
」
と

い
う
経
営
者
が
い
た
ほ
か
、「
い

つ
コ
ロ
ナ
が
収
束
す
る
か
先
が

見
え
ず
、
商
売
は
五
里
霧
中
」

「
年
末
の
忘
年
会
シ
ー
ズ
ン
に

コ
ロ
ナ
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

感
染
が
ダ
ブ
ル
で
広
が
ら
な
け

れ
ば
い
い
」「
今
後
、
市
内
で

も
閉
店
す
る
店
舗
が
出
て
く
る

の
で
は
な
い
か
」
な
ど
の
声
が

聞
か
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
上
で
、「
こ
れ
ま
で
さ

ま
ざ
ま
な
支
援
金
が
も
ら
え
た

こ
と
は
心
か
ら
感
謝
し
て
お

り
、
さ
ら
な
る
支
援
金
は
望
め

な
い
。
支
出
を
減
ら
す
な
ど
、

経
営
努
力
は
し
て
い
く
も
の
の

限
界
が
あ
る
。
公
平
な
支
援
策

と
し
て
、
税
金
を
減
ら
し
て
も

ら
う
な
ど
の
対
応
が
で
き
な
い

だ
ろ
う
か
」
と
い
っ
た
切
な
る

要
望
も
出
さ
れ
ま
し
た
。

教
育
民
生
常
任
委
員
会

　　　　　　  請願第１号「緊急経済対策に『消費税率５％への引下げを求める意見書』の提出について」は、
　　　　　　総務常任委員会に付託され、審査を経て９月25日の本会議に諮られました。
　　　　　　　採決の結果、賛成少数で不採択としました。

　　　　　　　　請願の趣旨
消費税増税及び新型コロナウイルス感染症の
影響による個人消費の落ち込みの改善を図る
ため、緊急経済対策として消費税率を５％に
引き下げるよう、日本政府に対して意見書を
提出することを求めるもの。

 結　果

不採択

請願審査

　　　　　　　　請　　願

【請願第１号】
緊急経済対策に「消費税率５％への引下げ
を求める意見書」の提出について

【表決が分かれた案件】

※｢○｣は賛成、｢×｣は反対、｢議｣は議長のため、採否に参加せず。
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『
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
伴
う
地
方
財
政
の
急
激

な
悪
化
に
対
し
地
方
財
源
の
確
保

を
求
め
る
意
見
書
』

　

具
体
的
に
は
▽
地
方
の
安
定
的

な
財
政
運
営
に
必
要
な
地
方
税
、

地
方
交
付
税
な
ど
の
一
般
財
源
総

額
を
確
保
す
る
こ
と
。
▽
地
方
交

付
税
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
財

源
保
障
機
能
と
財
源
調
整
機
能
の

両
機
能
が
適
切
に
発
揮
で
き
る
よ

う
総
額
を
確
保
す
る
こ
と
。
▽
令

和
２
年
度
の
地
方
税
収
が
大
幅
に

減
収
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
思
い
切
っ
た
減
収
補

填
措
置
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
減

収
補
填
債
の
対
象
と
な
る
税
目
に

つ
い
て
も
、
地
方
消
費
税
を
含
め

弾
力
的
に
対
応
す
る
こ
と
。

『
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
下
に
お
け
る
季
節
性
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
流
行
に
備
え
た
体
制
整

備
を
求
め
る
意
見
書
』

　

具
体
的
に
は
▽
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
希
望
者
が
漏
れ

な
く
接
種
で
き
る
よ
う
国
に
お
い

て
ワ
ク
チ
ン
の
安
定
供
給
を
図
る

こ
と
。
ま
た
、
ワ
ク
チ
ン
の
供
給

地
域
が
偏
ら
な
い
よ
う
配
慮
す
る

こ
と
。
▽
地
域
住
民
に
最
も
身
近

な
一
次
医
療
圏
の
医
療
体
制
整
備

と
公
的
医
療
機
関
の
拡
充
を
行
う

こ
と
。
ま
た
、
地
方
に
お
け
る
医

師
お
よ
び
医
療
従
事
者
の
確
保
に

つ
い
て
、
実
効
性
の
あ
る
制
度
や

方
針
を
進
め
る
こ
と
。

（
担
当
・
伊
藤
勇
一
、
大
和
田
加

代
子
）

　

第
３
回
定
例
会
に
お
い
て
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
伴
う
地
方
財
政
の
急
激
な
悪
化
に
対
し
地
方
財
源
の
確
保
を

求
め
る
意
見
書
」（
提
出
者
・
総
務
常
任
委
員
会
）、「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
下
に
お
け
る
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行

に
備
え
た
体
制
整
備
を
求
め
る
意
見
書
」（
提
出
者
・
教
育
民
生
常

任
委
員
会
）
を
内
閣
総
理
大
臣
や
所
管
大
臣
ら
に
提
出
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。
そ
の
内
容
を
紹
介
し
ま
す

国
に
意
見
書
提
出
へ

産
業
建
設
常
任
委
員
会

市担当課から聞き取り

市内飲食業者からの聞き取り調査


